
和歌山に維新を！和歌山に維新を！
私には夢があります。生まれ故郷である和歌山を、

全国の人が「和歌山で暮らしたい、和歌山で子ども
を育てたい」と思う町にしたいのです。

しかし、現状はどうでしょうか？日本でもっとも
人口流失の激しい県のひとつになっています。

この流れを変えたいと思い、私は６年前、職業訓
練校を設立しました。失業し、何とか和歌山で職を
探したいと思っている人の力になれるよう、和歌山
の企業のニーズを徹底的に調べ、求職者と企業を結
びつける役割を果たしてきました。

雇用を増やすためには魅力的な街づくりをして、

経済のパイを大きくする必要があります。また、地
方都市を活性化する手法を研究したいと思い、和歌
山大学大学院博士課程において和歌山市の中心市街
地の活性化が和歌山全体のエネルギーにつながる手
法を研究してきました。

一方、和歌山では、政策が様々なしがらみで決め
られる状況が続いています。より大きな力で皆さん
の役に立てるように、政治家として政策や予算の使
い方をこれからも議会で提案していきます。

今こそ、私の経験を活かして私を育ててくださっ
た和歌山に恩返しをする時と感じています。

そして「和歌山で暮らしたい、和歌山で子ども
を育てたい！」とみんなが思える町を作っていき
ます。
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和歌山市議会会派名を維新の党から和歌山維新の会に変更しました。

6 月定例議会にて



南海電鉄の紀の川上の鉄橋の老朽化問題で
すが、橋の架け替えに大きな資金が必要と

思うが、市と南海電鉄はどのような対応を考えて
いるのか。
　南海電鉄が和歌山大学前駅に和歌山市駅を移転
するという噂が流れていますが、移転しないとい
う確約がとれているかをお答え下さい。

情報懇親会で南海電鉄の当時の亘社長が、
鉄橋老朽化による和歌山市駅の廃止を否定

している事、また、大阪―和歌山の都市間輸送を
しっかりやっていきますと明言されている事から、
和歌山市としては存続されると考えています。

鉄橋の老朽化は人命に係る大きな問題です。
懇親会で社長が言ったから大丈夫という甘

い考えではなく、南海電鉄には、検査結果報告書
を提出させる事を要望します。
　続いて和歌山市駅前周辺の整備について、１．
定住のための住宅建設や集客施設を計画していな
いことについて。２．図書館の移転後の駐車場と
駐輪場について。３．和歌山市民図書館と和歌山
市民会館の跡地利用についてお答え下さい。

１．町の活性化には人を集める事が必要と
考えている。また、居住については、周辺

部の再開発等により確保したい。２．駐車場は１
階に駐輪場は２階に設ける。３．現在の市民図書

館については耐震化し、生涯学習支援施設に、市
民会館の跡地利用は検討中です。

市民に対する事前の図書館利用者に関するア
ンケート調査もなく、多額の血税を使い単に

市民図書館を移転する原案については反対致しま
す。南海和歌山市駅前徒歩５分から徒歩１分に縮め
ただけでは大した利用者増が見込めません。県立
図書館の駐車場は終日無料で 75 台収容できるの
と比較し、今回の計画では少ない台数しかとめられ
ません。また、現在の図書館に附随の駐輪場は無
料ですが、移転後は有料施設を使用するので無料
にできるでしょうか。私なら高い駐車場料金や駐輪
料金を支払うより直接書店で本を購入するか、イン
ターネット通販を利用する方法を考えます。市民の
方も一般的にはそうではないでしょうか。
　現在の市民図書館の再利用については、耐震補
強し生涯学習の拠点となる施設を考えているとの
ご回答を頂きましたが、それなら、市民図書館を
移転させず、耐震補強して利用する方が移転費用
に比べてはるかに安くなります。
　また、コミュニティセンターに図書館機能の充
実を要望します。市民図書館の建設については、
佐賀県武雄市の事例をご存知だと思いますが、運
営を民間に委託し、運営方法を従来と大きく転換
したことで再整備から半年間で 52 万人（従来の
3.6 倍）となっている例もあります。ご参考にし
て頂ければと思います。
　市民会館の跡地の活用が検討中であるという事
なので、高層住宅を建設するなど定住促進に貢献
出来る施設整備を要望します。和歌山市駅前を活
性化させるためには、先程も申した通り、周辺の
居住人口を増やす事が最大の課題です。和歌山市
駅の利用者が増えれば、南海電鉄や商業施設運営
者にとっても良いことだと思います。今後の再開
発事業の推進に当たっては、そのことを踏まえ、
民間事業者と交渉し推進して頂き、また、市街地
再開発事業による市の図書館と南海電鉄施設が、
どのような効果を生むのかその根拠を示すことを
要望し、私の一般質問は終了させて頂きます。

和歌山市議会　一般質問

6月議会



市民図書館についてー省略

子育て支援について質問をさせて頂きます。
和歌山市は、皆様ご存じのように若者世帯

を中心に人口減が続いています。その流出者の多
くは、給与水準が高い大阪です。その上、大阪府
では橋下改革により、私学の高校まで無償化を行っ
ています。
　また大阪市では、子育て支援の一環として放課
後や土曜日も 18 時まで、全ての児童を対象として
学習やスポーツ、文化活動を無料で行っています。
　この状態が続けば、和歌山市で子育てをするよ
り、大阪市で子育てをする方が、生活が楽で良い
と益々、若者の和歌山離れが進みます。その事は
結局、人口減から税収減に繋がり、和歌山市の疲
弊に拍車を掛けていきます。今の和歌山にとって、

「和歌山で生まれ、子育てをし、一生和歌山に住み
続けたい」と思ってくれる人を増やすべきだと考
えます。
　その為にも、せめて若竹学級の利用料月額
4,000 円だけでも無料化にし、大阪市と同等にす
べきと考えますが如何でしょうか。

利用者の方々に応分の負担をお願いする事
は必要だと考えます。

大阪市に出来て何故、和歌山市に出来ない
のでしょうか。

　箱物に多額の血税を使い、例え市民図書館や市
民会館が立派になったとしても、それだけで、若
者が「和歌山に生まれて良かった、和歌山で子育
てをしたい、和歌山で一生住み続けたい」と思う
でしょうか。
　子育て世代には、余りお金をかけさせないことが
必要であり、その事が少子化対策にもなります。子
育て・教育支援や福祉を充実させる事が、今の疲弊
した和歌山にとって一番重要ではないでしょうか。

市民図書館についてー省略

全国の学力平均と比較して、和歌山市立
小学校、中学校の学力の状況はどうなっ

ていますか。
　続いて小学校、中学校のエアコンの設置状況に
ついてお答え下さい。また、今後の対応について
お答え下さい。

全校全教科とも全国平均を下回る結果とな
りました。

　小中学校のエアコンの設置計画については、伏
虎中学校を除き、先に中学校 17 校に設置して、
中学校への設置終了後に小学校へと進めてまいり
たいと考えております。
　中学校のエアコン設置については、3 年生・2
年生・1 年生の順に設置する計画で、平成 26 年
度に 3 年生の教室に設置し、平成 27 年度は 2 年
生の教室を対象に現在、設置工事に取り組んでい
るところです。

１つ目、小中学校が全国学力・学習状況調査
結果で例年全国平均を下回っている原因は

どのようなところにあると分析していますか。学
力向上のため、どのような対策を講じていますか。
　続いてエアコンの設置の件ですが、エアコンの
設置状況については分かりましたが、今後の対応
については具体性に欠け、漠然とした答弁でよく
分かりませんでした。二つ目は少し角度を変えて
質問をさせて頂きます。

和歌山市議会　一般質問

12月議会 2月議会
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　中学校へ設置終了後に小学校へと
進めていきたいとのご答弁を頂きま
したが、具体的な計画はありますか。
具体的な計画についてお答え下さい。

本市の小中学生は、復習や予
習の時間が短く、基礎的な学

習が定着できていないことに加え、
知識をもとに自ら考え解答を導く問
題に対応できる力を育成できていな
かったことが、全国学力・学習状況
調査結果で全国平均を下回っている
ことの一因であると考えます。した
がって、主体的な学習習慣の育成と
考える授業への改善を進めていくこ
とが必要です。
　エアコンの設置については今後も
国への要望活動に最優先で取り組み
ます。

エアコンの設置について当
局は国への要望活動を最優先

させるとのこと、それだけですか。
私が思うところ、まず最優先に考え
るのは子供達の事ではないでしょう
か。熱中症に成る危険性があり、そ
れは人命に係わる問題であります。
またエアコンを取り付ける事により、
子供達が勉強に集中できる環境にな
り、学力の向上に繋がると思います。
また、夏休みを短縮できる可能性も
あります。国の予算だけに頼ること
なく、市の予算配分を検討して頂き、
是非、優先的にエアコンの設置を急
ぐように強く要望しておきます。

（和歌山特報　2016 年 3月 1日掲載）


